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関東軍の「独断的行動」のメカニズムを描き出す！ 

〈著者紹介〉後藤啓倫（ごとう ひろみち）：星槎道都大学社会福祉学部専任講師、日本近代史専攻。 

 

～版元から～ 1931 年に満洲事変を引き起こした関東軍は、政府の不拡大方針をことごとく突破し、その独断的行動によって満洲国を

承認させ、満洲における駐兵権と軍事行動の自由を確立していきました。しかし、戦前日本において現地軍が「独断的行動」をとって

いくのは、単なる「統帥権独立」の結果ではありません。外地・満洲における駐兵問題の解決が統帥権の問題と密接に絡み合って登場

したとき、それは引き起こされたのです。本書は、満洲現地において統帥権が「独立」するメカニズムと同時に、関東軍そのものの構

造だけではなく、現地軍と提携相手との関係にも注目して、近代日本の政軍関係研究に新しい視角を切り拓いていきます。
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ご注文は 有志舎 担当：永滝（ナガタキ）まで FAX：０３－５９２９－７３５２ 

当社商品の取扱取次はトーハン・ＪＲＣ・八木書店ですが、日販・楽天 BN ほか、いずれの取次でも左記取次経由で送品し

ます。なお、ＪＲＣからも同じ注文書が重複して送られた場合は、この弊社あての注文書だけをご返信ください。 
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